
 

 

 

 

 
 

新たな生徒会スローガンのもと 

４月の全校朝会で令和７年度の生徒会スローガンが発表・承認されてから１０日余り。昨日、４月２４日（木）、

待ちに待った展示用パネルが正門前に飾られました。バックに色鮮やかな花が咲き乱れる、素敵なスローガンが 

完成です。 

 百花繚乱 一人一人の笑顔の花  

今年度のスローガンにも、昨年度同様子どもたちの強い願いが込め

られています。「多様な個性が輝き、一人一人の笑顔の花が咲き誇る、

そんな学校にしていきたい。」 素晴らしい目標です！ 

保護者や地域の皆様とともに、子どもたちが輝き、教職員や保護者、

地域の皆様が輝く、笑顔あふれる学校づくりを進めていきたいと、改め

て実感した１日でした。 
 

始業式から２週間、スローガンの言葉通り、子どもたちの輝く姿をあちこちで見ることができました。下の写

真は、朝学習「慎独タイム」の様子です。授業開始前の１０分間、子どもたちは本やタブレットを広げ、個別の学

びを進めています。入学から２週間あまりの1年生も、しっかり集中して学習に臨んでいます。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

  掃除の時間、通称「貫徹タイム」にも、きらりと輝く姿を見ることができます。仲間や先輩たちの頑張る姿、

輝く姿を見て、私も輝く！ 勉強はもちろん、掃除や生徒会活動、学級活動にも全力の子どもたちです。  
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 コミスク教育目標 「ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成」 
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「兵庫の魅力
発見」という
副読本を読
んだり、タブ
レットでアン
ケート調査に
回答したり…
…。どの顔も
真剣です。 

＊「黙々清掃」「見つけ掃除」の先にある

のが、右下の写真！ 美しく磨かれ、整頓さ

れた音楽室は、圧巻です。新年度開始２

週間で、どの生徒もぞうきんが真っ黒にな

りました。 

 



体験・交流を通した“つながり”＆ “絆”づくりを 

４月９日（水）～１０日（木）にかけて行われた「新入生オリエンテーショ」ンの目的は、次の３点でした。 
 

①中学生としての自覚を持ち、集団での活動を通して中学校生活の基本を身につける。 

  ②レクリエーションを通して、お互いに協力し合うことや尊敬し合うことを体験し、より良い 

友だち関係を構築する。 

  ③中学校生活にはやく慣れ、意欲と希望をもって中学校生活がスタートできるようにする。 
 

このうち①と③はかなり達成できたようで、入学当初の不安げな様子や緊張感は少しずつ薄らいできたように

思います。朝の登校の様子や休憩時間の様子を見ても、小学校区を越えて、仲良く談笑する姿が見られるように

なりました。部活動の正式入部も始まり、学年を越えた交流・仲間づくりも始まりました。 

②の目標については、１年生だけの目標ではなく、全校生の目標でもあります。養父市の中学校の中で、生徒

数が最も多いのが本校の魅力。自分とは異なる考え方や価値観、個性を持った人との交流は、自分の視野が広

がるきっかけとなり、豊かな感性・社会性の育成にもつながります。 

兵庫県が推進する「兵庫型体験教育」や「やぶふるさとキャリア教育」、学校行事や地域活動 

等を通して、多様な人々と交流し、豊かな人間関係を築いていって欲しいと願っています。 

 

   

   

  

  

  

 

 

◆競い合い、高め会うこと、協力すること、 すべてが大切な「絆」づくりです。 

（上：新入生オリエンテーション・大縄跳び    下：部活動見学） 

  

  

 

 

 

 

  

 

 コミュニティ・スクール６年目の挑戦    

～ 地域とともにある魅力ある学校づくりをめざして ～ 
 

４月２２日（火）、第１回学校運営協議会を開催しました。委員の皆様 

に５校時の授業を参観いただいた後、学校教育目標や活動方針につい 

て協議し、承認をいただきました。また、各自治協の活動についても情報 

交換を行い、理解を深めました。今後は、職員室前の掲示板で、地域の行 

事や活動の様子を発信していきます。地域学校協働活動を通して、学校・ 

家庭・地域・関係機関の４者協働による「地域とともにある魅力ある学校 

づくり」を進めてまいります。ＹＳ応援団（学校ボランティア）の募集も行う予定です。 

心を一つに 
ジャンプ！！ 


